
－企業の採用試験－ 

 

会社に電話をして、人事担当の方と交渉です。 

 

ふな：採用条件が 22 歳なのですが・・・ 

担当：あなたは何歳なの？ 

ふな：すでに 24 歳で入社する時には 25 歳です。 

担当：25 歳で新卒？ 

ふな：はい・・・ 

担当：何やってたの？ 

 

何やってたのって・・・  

 

軽くショックを受けつつも、大学院にいることや、そこで何をやっているかをアピールしてみました。 

 

 

担当：じゃあ、来週あたり履歴書持っておいでよ。 

 

 

うひょ！ 

 

ありがたいお言葉です。 

次の週の週末に訪問する約束をし、電話を切りました。 

ちなみに、まだこの頃は携帯電話の電波状況も今ほどよろしくなく、企業にかける時に携帯電話を使う

ことは NG だったんですね。途中で切れたらどうする！と言うことで。 

なので、今となってはほとんど見ることがなくなった公衆電話でかけました。 

50 度数のテレフォンカードがなくなるくらい長く話をさせていただきましたよ。 

（50 度数のカードとは、500 円分使えるカードね。） 

 

 

そしていよいよ会社訪問です。 

駅から遠いので車で行くしかない・・・ 

しかし、自分の車は・・・車高ぺたぺた、マフラーは爆音、見た目はフルエアロ・・・ 

明らかに印象が悪い  

ちなみにこの車、今も乗っています。 

時々通勤でも使います。 

教頭に見られた時は白い目で見られました。  

でも決して違法じゃないんですよ。 

そりゃぁ、若い頃は走っていましたよ。（どこを？！ ） 

逃げたりもしましたよ。（何から?！ ） 



でももう今は悪いことはしませんよ。 

車検もそのままトヨタで通りますよ。 

違法改造一切なしなんです YO！ちぇけらっちょ・・・  

 

まぁ、そんなわけで実家の親の車でも借りていこうと思ったのですが、親の車は買い換えたばかりのク

ラウン・・・ 

これも印象が悪いな・・・どうしよう  

でも自分の車よりはましか・・・と思い、実家によりました。 

すると、見たこともない、かなりくたびれた車が止まっているじゃありませんか。 

おぉ！まさに貧乏学生が乗ってくるにふさわしい車！  

 

親が車をぶつけて修理に出しているその代車だったのです。 

有無もいわさずこのボロを借りて会社に行きましたよ。 

 

会社に入っての印象は・・・ 

 

人が少ない！ 

 

なぜなら・・・ 

 

今日は土曜じゃん！！ 

会社にいる方々も非常に暇そう。 

嫌な予感  

その予感的中。 

13 時開始、会社を出たのは 17 時を回っていました。 

 

人事部長！暇つぶしだったでしょ！ 

そう、本当に暇つぶしでした。  

 

そして最後に、 

「じゃあ、次は筆記試験と役員面接をやるからそのつもりで。」 

へ？！ 

すごく意外な一言。 

次回の日程をもらって帰りました。 

 

もしかして、4 時間つきあったから気に入られた？ 

無駄話の中で何か見抜いていた？ 

恐るべし人事部長・・・ 

 

ということで、めでたく採用試験を受けることになりました。 


